
様式第３号（第８条関係） 

 

競争入札設計図書等に関する回答書 

 

令和８年１０月２７日 

 

 福島県相双建設事務所長  佐藤 敬 

 

工事（委託業務）番号 第２６－４１３７０－０２８９号 

工事（委託業務）名 河川海岸改良（改良）工事（堤防補強） 

質   問   事   項 

１．不陸整正の補充材数量（28ｍｍ～34ｍｍ）の根拠についてご教授願います。 

 

２．現況の砕石は敷砂利にて 10ｃｍ程度敷かれておりますが、その上に補充材を不陸して舗 

装すると言う事でよろしいのでしょうか。 

又、不陸幅について舗装幅と同じようですが、舗装幅＋10ｃｍは必要ではないのでしょ 

うかご教授願います。 

 

３．舗装の横断勾配が明示されておりませんが河川側に 2％なのでしょうか、それともレベル

でしょうかご教授願います。 

 

４．技術提案書の同一市町村内での公共工事の実績件数についてですが、【一般土木、舗装工

事の場合】過去 3年以内に 3件以上と言うのは、例えば一般土木 2件、舗装工事 1件の

計 3件でもよろしいでしょうかご教授願います。 

回   答   事   項 

１． 既設箇所の施工実績に基づき、不陸整正の平均補足厚を 30ｍｍとして設定しています。 

 

２． 貴見のとおりです。 

また、不陸整正の幅については起工測量の結果を踏まえて決定するものとし、当初想定

から変更が生じる場合は、福島県工事請負契約約款第 18条に基づき、協議の対象としま

す。 

 

３． 横断勾配は、既設箇所と合わせ、河川側に 2％を標準とします。標準横断図に横断勾配

を明示します。設計図書「zumen002」を修正しましたので、ご確認ください。 

 

４． 貴見のとおりです。 

「福島県の公共工事に係る総合評価方式参加の手引」により一般土木工事と舗装工事の

組合せは可能です。 

 

※福島県測量等委託業務条件付一般競争入札試行要領(平成 20年 3月 28日付け 19財第 7998

号)及び農林水産部又は土木部が所掌する測量等の請負契約に係る指名競争入札事務処理

手順(平成 20年 3月 28日付け 19財第 7986号入札改革グループ参事通知)に基づき使用す

る場合は、工事を委託業務に改めること。 


